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Abstract: Finite element analyses were performed to investigate the elasto-plastic behaviors of T-shaped top story exteriore 

prestressed concrete beam-column joint assemblies. The analytical results were as follows. 1) Decrease in the anchorage length of 

prestressing steels resulted in the reduction of ultimate shear strength of joint core. 2) Inside region of the anchor plate for the 

prestressing steels, the gradient of the compressive principal stress was 45 degrees. 

 

1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

本報告は，PC造ト形接合部に対して PC鋼材の定着

長さを要因とした弾塑性有限要素解析を行い，定着長

さが接合部背面位置の応力に与える影響について考察，

検討を行おうとするものである． 

 

2. PC2. PC2. PC2. PC 造ト形部分架構の有限要素法解析造ト形部分架構の有限要素法解析造ト形部分架構の有限要素法解析造ト形部分架構の有限要素法解析    

Fig.Fig.Fig.Fig.    1111 に PC 造ト形部分架構試験体の要素分割を示

す．Fig.Fig.Fig.Fig.    2222に接合部断面，柱断面，FigFigFigFig    ....3333に鋼材位置

を示す．Fig.Fig.Fig.Fig.    3333 に示すように，解析は PC 鋼材の定着

長さを 250mm,190mm,120mmと変化させ，定着長さが

接合部の応力状態に及ぼす影響について検討を行う．

T-PCa2 と T-PCa3 試験体の定着長さは文献 1)の実験試

験体と同様とした． 

解析には汎用構造解析プログラム DIANA 中の有限

要素法 2 次元弾塑性解析ソフトを用いて解析を行った．

コンクリートは 4 節点平面応力要素とし，降伏条件に

は Drucker-Prager の降伏基準，引張ひび割れの判定に

は，Tension cut-off基準を用いた．主筋や PC鋼材はト

ラス要素とし，降伏点と引張強度を特異点とする

Tri-Linearモデルとした．プレストレスの導入は，付着

要素の剛性をゼロとして所定の応力を PC 鋼材に与え

た後，PC鋼材と支圧板を結合させ，付着要素に初期合

成を与えた状態で応力を開放することによって梁にプ

レストレスを与えた．鋼材に関する構成則の具体的な

諸元は TableTableTableTable    1111 に示す．コンクリートに関する諸元は

文献 2)と同様とした． 

 

3.3.3.3.    解析結果解析結果解析結果解析結果    

接合部最大耐力接合部最大耐力接合部最大耐力接合部最大耐力 Fig.Fig.Fig.Fig.    4444 に PC 鋼材定着長さごとの

梁せん断力と層間変形角関係の解析結果を示す．図(b)(b)(b)(b)，

(c)(c)(c)(c)中の横実線は文献 1)の実験による接合部最大梁せ
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 D6 D10 D16 φ23* 

材種 KSS785 KSS785 KSS785 B種 1号 

σy 1105 916 916 1010 

σT 1343 1157 1157 1097 

Ec 219 196 196 200 

【記号】σy：降伏強度(N/mm2)，σT：引張強度(N/mm2)， 

*PC鋼材使用部位 D6：フープ，D10：梁主筋，D16：柱主筋 
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ん断力である．これより以下のことが指摘できる． 

1） 最大梁せん断力の解析値は，T-PCa1では 94.0kN，

T-PCa2では82.1kN，T-PCa3では80.1kNとなっており，

定着長さが小さくなるにしたがい，接合部耐力が減少

する傾向がみられた． 

2) T-PCa2 と T-Pca3 の試験体に対して文献 1)の実験

結果と比較を行ったところ，T-PCa2では 0.878，T-PCa3

では 0.976 となっており，解析精度は比較的良好であ

ることが確認された． 

接合部最小主応力接合部最小主応力接合部最小主応力接合部最小主応力ベクトルベクトルベクトルベクトル    Fig.Fig.Fig.Fig.    5555に接合部最大せ

ん断力時の最小主応力ベクトル図を示す．この図より

以下のことが指摘できる．    

1) 引張側の PC 鋼材定着具から梁の下端に向けてほ

ぼ 45度方向で分布している． 

2) T-PCa2，T-PCa3試験体では，定着具背面位置にお

いても，ほぼ 45度方向の応力分布がみられる． 

接合部内接合部内接合部内接合部内最小主最小主最小主最小主応力応力応力応力分布分布分布分布    Fig.Fig.Fig.Fig.    6666に接合部内最小主

応力分布を示す．Fig.Fig.Fig.Fig.    7777に応力の鉛直方向検討位置を

示す．これらより以下のことが指摘できる．    

1) 検討位置(a)(a)(a)(a)では，T-PCa1 の試験体が他の試験体

より大きな応力を示している．また，下側定着具位置

では，T-PCa1 の試験体でのみ応力がみられ，T-PCa2，

T-PCa3の試験体では応力がゼロとなっている． 

2) 検討位置(b)(b)(b)(b)では，下側定着位置において，T-PCa1，

T-PCa2 の試験体は同程度の応力がみられる．しかし，

T-PCa3試験体は，下側定着具位置で応力の減少がみら

れる．これは，T-PCa3試験体の定着具背面に検討位置

(b)(b)(b)(b)を設定したためであると考えられる． 

3) 検討位置(c)(c)(c)(c)，(d)(d)(d)(d)では，定着長さによらずに同様

の応力傾向がみられる．これは，検討位置を定着具前

面に設定したためであると考えられる． 

 

4. 4. 4. 4. まとめまとめまとめまとめ    

PC鋼材定着長さを要因とした PC造ト型部分架構に

対し弾塑性有限要素解析を行い，以下のことを示した． 

1) 接合部最大耐力は，定着長さが小さくなるにした

がって，接合部耐力が減少する傾向がみられた．この

結果は過去に行われた実験結果 1)と同様であった． 

2)最小主応力ベクトルは，定着具より内側の領域で

は，PC鋼材間でほぼ 45度方向に分布していた． 

3) 接合部内最小主応力分布は，接合部背面において，

外定着の試験体が内定着の試験体より大きな応力がみ

られた．また，下側定着位置では，外定着の試験体の

み応力がみられ，内定着の試験体では応力がゼロとな

っていた． 

Fig. 4 Story Shear Force V.S Story Drift 
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Fig. 6 Junction Portion Minimum Principal Stress 
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Fig. 7 Stress Study Position 
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